
Ⅶ．評価業務
外釦轟凸による研究及び機関の評価制慶（研究推進委員会・分野別研究推i珪委員会・課題評価
委員会・分野別機関評価垂員会）により評価を受けた。
1研究推進委■会

ト1分野別研究推進委員会（工業分野）

員的 ・役 割 主 に経 常l許究 につ いて、腱脳 越定 のための 評価 と内容 の磨 き上 げ、進捗 に関す る助

言 を行 う。

重　　　 民 0 分野 別研究推 進垂貝 10名

（科学 技術振興牒 、事 業主 菅課、公設 試、産 茶界 、大学等 で構 成 ）

高橋　 栄功 （（財 ）長崎 県産 業振 興財 団プ ロジェク ト支援室長 ）

大石　 粟生 （日本政顆 投 資銀行 九州 支店企 好調禿 課長）　 （欠席 ）

山 田　　 浩 （九州電 通 （株 ）取締 役）

江頭　　 誠 （長崎大 学共 同研 究交 流セ ンター長）

下野　 次男 （佐 世保 工業 高等専 門学校絶食 技術教 育研 究セ ンター長）

山 田千香子 （長崎 県立大 学経済学 沸教投 ）

江村　　 遵 （兵略県 商 工労働 簡産 恭振興課長 ）　 （代理）村 井課 長補 佐

稲 田　 雅」草 （長崎県 政策 銅盤局科 学技術振 興級長）

森　　 正之 （長崎県 工業 技術セ ンター▲所長 ）

福村 喜美子 （長崎県 窯；菜技 術セ ンター所長 ）

○ オブザーバ ー

立 山　　 悼 （長崎県政 策調 整局理 事 （科学 技術振興 担 当） ）

期 日 ・短所 1 ．節 1 ［出分野 別研究推 進 委民会

日時 ：Ⅴ成 17年 7 月 22 日 10 ：30一－16 ：15

場所 ：工某技術 セ ンター大会餞 基

2 ．第 2 回分野 別研究推 進委 且会

日時 ：平成 18年 2 月 7 ［】 13 ：00～ 17 ：00

場所 ：工業技術 セ ンター大会議 室

内　　　 容 1 ．那 1 回分野 別研究推 進委 11全

（窯業技術 平成 柑年度 新規研 究深慮 の評 価 （経常研 究）

セ ンター分 （D 電場 を利 用 したセ ラ ミックス と金属 の接 合技術 （山 口研 究 員）

を記鮭） （かイ ンク ジコ［ソ ト印刷 に適 したス メク タイ ト絵 具の 閑発 （武 内研 究 開発 科長）

⑧ ユニバー サルデ ザイ ンの開発 プ ロセ ス とその評価 方法 の検討 （桐 山研 究員）

④ 屯－f レンジ対応食器 の開発 （秋 月研 究員）

⑤ 食器洗浄 乾燥機 に対応 した袖 に よる加飾 技術 の開発 （兼 石 専門研 究 員）

⑥ 暮 ら しを析 出す る香 り機 能製 品の開発 （矢野 専 門研究員 ）

2 ，郡 2 回分1野別研究推 進委 n 会

（1）平成 18年 庶 新規研 究課題 にお ける修 正 内容 につ いての説 明

（6 謝鮎 、山下研究 企画敲長 ）

（2）平成 17年 庶継 続研 究課題 にお ける修 正 内容につ いての説 明 （2 課題 ）

（D 紫外波長 可変 レーザ ーガ ラス ロ ッ ドの開発　 く吉 田研究 員）

② 水環境 にお ける リン出走 と回収 プ ロセ スに関す る研究 （高 松研 究員 ）

相　 伴　 者 福相 凝 集子、 山下 行 男 、武 内 浩 一 、兼′古 哲也、矢 野 鉄也 、久 田松 宇 、

桐 山 有 司、秋 月　 俊彦 、 吉田　英樹 、山 口　典 男、福松 宏行



目的 ・役割 連携 プ∪ジュク ト研究及び特別研 軌 こ閲 し、テーマ選定のための評価、内容の鰐き

上げ及び研究の進捗状況に対す る助古事 を行 う。

轟　　　 員 ○研 究推進委貞14恭 （関係機関、大学、産業界、県民代表で構成）

池上　 国広 （萎良長 ：長崎総合科学大学工学部 工学研究セ ンター長）

坂井　 俊之 （長崎工業会良）

岩佐　 忠行 （長崎県農茶会縫事務局長）

徳 槌　　 偉 （（社）長崎県水産開窺協会会長）

奥　　 恒行 （県立長崎シーボル ト大学看護栄養学部数授）

小箱　 武彦 （長崎人草人学院医歯薬学終合研究科教1受）

／ト島　 孝之 （佐賀大学理革）

下野　 次 男 （佐世保工築高等専門学校総合技術教育研究センター良） （代理出席牒 怖　 菓功）

納 富　　 啓 （三菱重工 （秩）長崎研究所長）

小林　 光彦 （（財）長崎県産業振 興財団常務理事） （代理山席 ：早 出　 英輝）

片岡千賀之 （長崎大学水産学細教授）

中島窓一郎 （長崎大学薬学部教授）

武改　 正明 （九州沖縄農業研究センター企両胸整部長） （欠席）

止Ill　 博 （長崎県政策胡盤局理事）

期 日 ・場所 （⊃平成17年度器 2 同研 究推進委員会

目時 ：平成18年 2 月28日　 13：30～ 16 ：45

場所 ：長崎暫彼農 葬協同組合 （長崎市）

内　　　 容 ○平成17年度革 Z 回研 究推進委貝会

・中川評価 課閤の連携プロジコニク ト研究の説明質疑

（生理I舌性機能をもつ無機有機複合ナノシー ト材料の開発 と応用）

奴経基技術センター関係跳鮎 のみ記能

・平成19年度における研究の虫点化について検討

出　 席　 者 福村 喜美子、山下 行男、武内 浩一、阿部 久雄 、吉田 英樹 、高松 宏行、
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2評価委員会
2－1課題評価委員会（連携分生野）

目的 ・役 割 主 に辿 携 プ ロ ジ コ亡ク ト研 究 、 特別 研 究 の 課 題 につ い て 評 価 を行 う。

凄　　　 n 0 連 携 分 野 課 題 評 価 凄 貞 6 名 （関 係 機 関 、 大 学 、 産 業 界 、 県 民 代 表 で燐 成 ）
荒 生　 公 雄 （長 崎 大 学 環 境 科 学 部 教 綾 ）
玉 利　 正 人 （長 崎 大 学 教 育 学 部 教 授 ）
械　　 勝 康 （森 崎 大 学 水 産 学 部 教 授 ）
武 政　 剛 弘 （長 崎 大 学 環 境 科 学 部 教 授 ）
宮 ノト　　 態 （官 本 電 機 （挨 ）代 表 取 締 役 ）
草 野　 大 二 （N P O 法 人 長 崎創 造 ネ ッ トワー ク理 ザ ）

期 日 ・場 所 日時 ：平 成 18年 1 月2 6 日

場 所 ：出 島 交 流 会 館 （長 崎 市 ）

内　　　 容 0 干 鮎 纂 露 悪 逗 莞幣 う 彗 メ苧 讐 孟 宗 』 廷

（漁 場 再 生 食 舎動 物 対 照 技術 開 発 ）
※ 悪 業 技 術 セ ン タ ー 関係 課盾 の み 記 載

出　 席　 者 武 内 浩 一 、 古 田 英 樹

目的 ・役 割 主 に経 常研究 の課題 につ いて評価 を行 う。

委　　　 員 ○宝荒 分霊禁讐 琵畏笑韻 書 豪讐簑 琵㌣、人 学、開 界 、県 民代 走で構 成 ）

長 田　 純夫 （福 岡大学 工学部教授 ）
芝崎　 晴雄 （元 （独） 産 業技術 総合研 究所 産学官 コーデ ィネー ター） （欠席）
宮本　　 窺 （宮本重機 （株 ）代 表 取締役）
松井　 志郎 （（株） 西 日本 流体技研 代表動線 役）
石松　 隆和 （長崎大 学 工学部教 授 ）
草野　 大二 （N P O 活人長 崎創 造 ネ ッ トワー ク理 亨）

期 日 ・胞 所 日時 ：平成 1＄年 1 月 18 日　 13 ：00 ～ 17 ：30

辟所 ：工罪技術 セ ンター （大村市）

内　　　 容 （1）中削 評価
0）紫外 波長 可変 レー ザーガ ラス ロ ッ ドの開発 （吉 田研 究員）
② 水環 境にお け る リン固定 と回収 プ ロセ スに関す る研 究 （高松研究員 ）

（2）要 望詔 能 耶 卜技術 を用いた 光触媒製 品の 開発 （狩 野研究員 ）

① 強化 磁器 食器 の衝撃試 験方 法の研究 （秋 月研究員 ）
② 製 品の 「使 いやす さ」 と形状 設計技術 に関す る研 究 （桐 山研 究員）
釜 善業芸違讐 琵 蓋警蓋 警貫之 蓋墓誌 琶 露呈’投 畏篭詩篇芸 蛋戸）

川　 席　 者 福村 富 美子、 山下 行 男 、武内 清 一 、兼石 哲也、矢 野 鉄也 、久 田松 学 、

桐 山 有 司、秋 月　 俊彦 、吉 田　英樹 、狩野 伸 白、商船 宏行



目的 ・役割 特定の事件 r試験研究機関における財務審頻及び審炎の管理j　について試験研究機

関の財凝革凝の執行が法令等に準拠しているか、試験研究茶業が効率的に策施され

ているか、試験研究のテーマが各試験研究機閑の設置日的及び県民のニーズに沿つ

ているか等について監査を実施。

委　　　 且 牛場　　 数 （包括外部監査人）

犬塚　 憲三 （繍助者）

五島　　 賢 （補助者）

砺山　 和イニ（補助者）

伊東　 姦英 （補助者）

期日・場所 目時 ：平成17年 B 月 1 日～8 月 3 目

場所 ：添農技術センター

内　　　 容 （Dセンターの概要聴取及びセンター内見学
監 芸蓋≡買藍警喜慧蓋筆写峯重宝孟蓋霊芝関連資料の鮒

⑤各収入項 目の把握及び閑適資料の検肘
（8 受託研究 ■国庫補助等外紹資金の利用状況の把捉 と関連資料の検討
纂墓諸 芸ア蒜監‰ 塁審墓崇監禁誕起と阻迩資料の検討

⑨公有財産、備品等の現物調査

出　 席　 者 福村 首美了▼、山下 攻、松本 陸、山下 行男、武内 浩一，兼石 哲也、

阿部 久雄、久田松 学、桐山　有司、秋月　俊彦、吉田　英樹

目的 ・役剤 県研究機閑職員の職務発明のうち、科学技術振興課の所管に係る特許権、舞用新秦

等の審査請求、更新または処分に一ついて審査を行 う。

委　　　 且 立山　　 博 （長崎県政策調整局理事）

相田　 雅」掌 （長崎県科学技術振興熟慮）

高橋　 柴功 （（財）長崎県産業振興財団プロジェク トマネージャー）

嶋北　 正俊 （（財）長崎県虚業l症興財団特許流通ア ドバイザー）

井上　 元之 （（財）長崎県産業振興財団インス トラクター）

川添　 早市 （発明協会長崎県支部常摂理耶）

期日一勝所 平成17年7 月15日 （長崎市 ・農協会館）

平成17年12月26日 （長崎ホ ・出あ交流会館）

内　　　 容 審査対象 （漫遊技術センター間係分）
平成17年7 月15日
準急莞葦莞賢慧背馳鱒

のセラミックス製分離膜
霊語義苧蒜慧袈媒違憲姦誓器

出　 席　 者 福村 富美子、武内 】皆－、阿部 久雄、秋月　俊彦



5所内課題検討会
5－1新規研究課題検討会

目　　　 的 平 成 1日年 度 に取 り組 む 予 定 の 新規 研 究 テ ー マ の 内 容 に つ い て 、研 究 推進 委 貝 会 に 符

る前 に 、 セ ン ター 内凱 で 検 討 を行 う．

委　　　 且 所 長 、 次 長 、 科 長 、専 門研 究 員 で 構 成 （8 名 ）

期　　　 日 訂 1 回　　 平成 17年 5 月 10 日

第 2 回　　 平成 17年 5 月 19 日

第 3 回　　 平 成 17年 8 月 9 H ・－ 6 月 13 日

苅 4 回　　 平 成 17年 6 月 2 1 日

内　　　 容 経 常 研 究 6 設 題 の 内容 に つ い て ヒア リン グ を 実 施 した n

目　　　 的 平成 17年度 に実施 中の研 究課題 について 、進 捗状況 の把握 と研 究 方法、 内容 の検討

及び課題 評価委 員 会へ 向 けての リハーサル を行 う。

垂　　　 貝 所長 、次長 、科 長 、専 門研 究見で構成 （8 名 ）

期　　　 日 第 1 回　　 平成 17年 7 月 4 日

椚 2 回　　 平成 17年 11月 1 11

粥 3 回　　 平成 18年 1 月 16 日～ 17 日

内　　　 扉 無機材 料併発 関連 5 探題 、陶磁器 製 品開発 開運 5 探題 、計 10課題 及 びは りつ き指導

事業 、新製品 ・新技術 共 同開発車業 等につ いて ヒア リングを実施 した．




